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論 文 内 容 の 要 旨
　申請論文は、「本色化」の視点から、1920年代の中国におけるキリスト教の発展状況を考察すると同時に、
中国文化と社会の環境において、キリスト教の本色化の必要性と可能性を解明することを目的とする。全体
は序論、そして五つの章からなる本論ならびに結論から構成されている。これに必要な教派名の中国語欧米
語対照表、中国プロテスタント史略年表、文献表が付く。
　序論では、まず研究史を論じ、課題、方法、資料が確定される。先行研究としては特に中国国内、香港・台湾、
日本及び欧米のそれぞれの代表的研究を概観し、それぞれの成果と課題が確認され、その課題を補うべく申
請者の「歴史的・思想的・実践論的」という方法論が確定される。
　第１章では、中国のキリスト教における本色化の歴史を回顧することによって、キリスト教の本色化の動
向が詳論される。プロテスタント伝来以前から、それ以降の中国のキリスト教本色化の動きが取り上げられ、
各時代の本色化の成果が確認される。特に19世紀末から、社会情勢の変化の影響を受け、中国人キリスト者
の中で教会の自立が模索され始めたが、初期の自立の動きは、教会経済の自立、教会行政面の自治を強調し
ているが、思想や神学においては主に西洋の伝統を踏襲し、中国文化との結合についてまだ十分に考察され
てはいなかったのである。その意味で、自立の動きは、本色化運動の最初の一歩に過ぎない点が確認される。
　第２章では、1910年代における新文化運動の歴史及び中国の教会の指導者の応答について検証される。ま
ず、新文化運動の最高指導者陳独秀の思想的変遷の特徴と少年中国学会の宗教討論の変化を考察し、西洋列
強の侵略の拡大や、中国の民族的危機によって、中国知識人における宗教批判は、一般的宗教批判からキリ
スト教批判へ転じ、後の反キリスト教運動を引き起こしてゆく重要な契機となったことが明らかにされる。
その時期に、中国のキリスト者は新文化運動における新思潮に対して支持の態度を取り、中国のキリスト教
を新しい情勢において受け止めようとしたことである。中国のキリスト者は、キリスト教と新文化運動との
誤解を解き、社会奉仕を促進させ、中国の社会におけるキリスト教の役割を果たそうと試みた。それと同時
に彼らは、キリスト教外部の人たちの批判に対して、謙虚な態度で対応し、中国教会の内部の問題について
反省と検討を加えたので、中国におけるキリスト教が本色化の方向への発展を促進したのである。
　第３章では、1920年代に起こった反キリスト教運動を三段階に分けて、それぞれの段階の歴史が考察され
る。反キリスト教運動は、初めは青年学生と新しい思想知識を持つ知識人たちによって起こされたが、運動
の発展に伴い、国民党、共産党など政党の勢力が加わったことによって、反キリスト教運動に統一した組織
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を提供し、大きな政党の役割を果たした。反キリスト教運動の思想及び政治目的は明確であり、終始一貫し
て西洋列強がキリスト教を利用し、中国の文化を侵略することに反対したのである。その時期、キリスト教
会自身も内部の革新運動を起こし、積極的に自分の立場を見つめ、教会による本色化の改革方法について慎
重に討論し、キリスト教文化が中国伝統文化と融合することや、不要な教義や制度、西洋的色彩の濃い中国
社会と適合する儀式を取り除くことを試みたのである。
　第４章では、反キリスト教運動に対する中国キリスト者の対応が確認される。反キリスト教運動に対する
キリスト者の態度をそれぞれ区別して考察されている。反キリスト教運動に対するキリスト者の態度は多様
であるが、多くのキリスト者は教会の現状を反省しつつ、将来においてキリスト教が中国の社会に根を下ろ
すことができると楽観的な態度を示している。その中で、特に３人の代表的な中国人神学者の本色化思想を
取り上げ、それぞれの独自な本色化についての思想が考察される。
　第５章では、中国における本色化の実践的な側面が取り上げられ、前章で明らかにされた本色化思想が、
当時の中国の教会においてどのように実践的に浸透していったかについて考察される。教会の本色化出版活
動、教会行政面の本色化、中国のキリスト教指導者が執り行ったキリスト教儀式に関する本色化に言及され
つつ、中国教会における本色化の実践の意義が評価される。
　本論を受けて、結論では新文化運動と反キリスト教運動に対応するため、中国の教会が主に二本の柱に
よって、キリスト教の本色化運動を展開してきたことが論述される。一つは、教会内部における本色化の実
践である。すなわち、自治、自養、自伝という三自の実現である。中国教会が西洋教会に依存せず、西洋教
会との関係を完全に断つことは、中国のキリスト教会にとって社会変化に適応し、生き延びる唯一の道であ
る。もう一つは、教会と国家・民族、キリスト教と世俗主義との対立状況下において、人類文化に多大な影
響を与えた二つの文化の対話を通して、キリスト教の中の最も美しい善きものを中国の最上の文化と融合す
ることが、中国におけるキリスト教本色化論の到達点であることが確認される。末尾では、1920年代に提起
された本色化運動をめぐって、その後議論と批判を重ね、中国の教会はそれを取り込み、現在の中国におけ
る三自愛国教会の大きな発展にいたる重要な基礎を築いたことを評価し、申請論文は閉じる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　以上の内容をもつ申請論文について審査結果を記す。徐氏の学位申請論文「中国におけるキリスト教本色
化（土着化）運動――1920年代を中心に」は、先行研究との批判的な対論を通して、中国キリスト教史を全
体において見通す視点として本色化を提示し、本色化から中国キリスト教を歴史的・統合的に解明したこと
は学問的に高く評価すべき研究である。申請論文は、中国国内外におけるこれまでの広範な先行研究の全体
を踏まえつつ、方法論として歴史的・思想的・実践論的方法を提示し、1920年代の本色化運動の全体像を鮮
明に描き出している。特に第２章において新文化運動や少年中国学会の動向を視野に入れている点、また第
３章においては反キリスト教運動の展開過程を詳細に分析している点などは、歴史的研究として高く評価で
きる。さらに第５章における本色化運動の実践的展開についても、これまでの研究に欠けていた独自の実践
論的考察が窺うことができる。
　もっとも申請論文において、歴史的な考察における問題点がまったくないわけではない。たとえば、中国
のキリスト教史全体を本色化という観点から描き出す論述において、唐朝以降の景教やカトリックによるキ
リスト教の宣教の歴史を否定的に評価し、1920年代のプロテスタンの本色化運動を積極的に評価しているが、
どこまで両者の歴史的連続性があってそのように評価できるのか必ずしも十分に考察されているとは言えな
い。さらに公開審査の場において審査委員会が申請者と対論を試み、とりわけ思想的な考察をめぐってなお
考慮すべきと判断するのは以下の三点である。
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１．中国におけるキリスト教の本色化が、伝統的文化との対話と融合によって遂行されると指摘され、主要
な課題の一つとして儒教との対話が問題となっている。確かに儒教との思想的な対話として、誠静恰の「東
洋の孝親思想」や初期の呉雷川の思想において言及され、また実践面でも婚葬風習や讃美歌に論述されては
いるが、儒教の複合性を視野に入れて思想的に十分に掘り下げられて考察されてはいない。
２．1920年代の中国キリスト教における本色化論は、キリスト教思想一般の文脈においては欧米の自由主義
神学や社会的福音との影響関係が想定されている。その影響関係の思想的解明という点で、第一次世界大戦
前後の思想動向が反映しているとは言えず、従ってどのように批判的に受け止めて独自の展開を行ったのか
ということが解明されていない。
３．中国における本色化の具体的な展開において、民族主義あるいは国家主義という側面は救国思想や三自
愛国思想として積極的に展開されてきたと言える。しかしその民族主義あるいは国家主義が、特に多くの少
数民族を擁する今日の多民族国家中国においてどのような意義をもっているかという思想的課題については
論述されていない。
　しかし以上の諸点は、今後の研究課題と見なしうるものであって、申請論文の価値を損なうものではない。
既述のように、申請論文は、1920年代を中心とした中国におけるキリスト教本色化運動を歴史的・統合的に
解明した点にその学問的な価値が存する。序論においては研究史を踏まえて課題と方法論が明示され、全体
の論述も明瞭に構成されている。また、本論の各章の論述も説得的に展開され、結論として新たな学問的主
張が提示されている。以上により、申請論文について、学位論文としてふさわしいものであるとの判断を審
査委員会は下し、その旨ここに報告するものである。
